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1 中学校学習指導要領における
体育理論領域

　中学校において「体育理論」が必修として位置付いた

のが平成20年告示の学習指導要領1）です。さらに平成

29年告示の学習指導要領2）では改訂の趣旨及び要点

において、「『する・みる・支える・知る』といった生涯に

わたる豊かなスポーツライフを実現していく資質・能力の

育成に向けて、運動やスポーツの価値や文化的意義等

を学ぶ体育理論の学習の充実（中略）が必要である」と示

されました。しかし、必修が義務付けられてから15年以

上の月日が経った今でも、「教員の苦手意識」や「時数不

足」などの理由で実施率の低さが改善されていないのが

現状です3）。

2 国際的なスポーツ大会などを
教材として扱う際のポイント

　体育理論領域ではそれぞれの学年で、生涯にわたる

豊かなスポーツライフを送るうえで必要となる知識や思考

力、判断力、表現力等を身に付けていくことが求められ

ています。

　その中で、中学校3年間を見通して、共通の題材で

授業計画を作成することも効果的です。例えば、「オリン

ピック・パラリンピック競技大会」を教材として扱う場合、

まず第1学年では、「運動やスポーツへの多様な関わり

方」の内容において、これまで競技場などでの観戦やテ

レビ、インターネットで見たことのある国際的なスポーツ

大会や選手を挙げ、チームや選手のデータを見たり、東

京2020オリンピック・パラリンピック（2021年に実施）で

は選手以外にどのような人たちが関わっていたのかを調

べたりするなど、さまざまな視点で調べ学習を行うことで、

「するスポーツ」以外の「みる・支える・知るスポーツ」を
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同時進行で楽しむことができ、メガスポーツイベントの価

値や効果について学ぶことができます。

　第2学年では、「運動やスポーツが心身及び社会性に

及ぼす効果」の内容において、オリンピックの目的の一

つである「フェアプレイ」のエピソードを教材とすることが

効果的です。スポーツへの参加は運動の好き嫌いや、得

意不得意が影響してしまうことがあります。しかし、ルー

ルやマナーを尊重すること、相手や仲間のよいプレイを

称賛することなど、フェアプレイの理解を深めることで社

会性を高める機会にも繋がります。体育理論でこのよう

な点について学ぶことができれば、運動領域の際にも運

動の得意不得意に関係なく、授業に参加している全員

が互いに認め合いながら意欲的に取り組む授業実践に

繋げることができるはずです。

　第3学年「国際的なスポーツ大会などが果たす文化的

な意義や役割」の内容では、スポーツの価値や意義に

ついて改めて考えていくことも重要ですが、学習者の興

味関心を高めるために直近のオリンピック・パラリンピッ

ク競技大会で印象に残っている出来事について触れるこ

とも大切です。

　また、昨今の国際的なスポーツ大会は、FIFAワールド

カップ、ワールド・ベースボール・クラシック、オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会など数週間にわたり大会が

行われます。大会前後では毎日のようにメディアに取り上

げられるなど注目度も高く、スポーツへの興味関心が高

くない人でも耳にしたことがある選手やチームがあること

が予測できます。まずは学習者に対して「前日のスポーツ

ニュース」や「その年に行われるスポーツのビッグイベント」

などについて積極的に問いかけ、個人やクラスの実態を

確認しながら学習内容を検討していくことも大切です。

3 題材として取り上げる際の
注意点

　このように、体育理論で取り上げやすい題材が豊富な

国際的なスポーツ大会ですが、注意しなければならない

のは、それぞれの学習内容で何を学んでいるかを明確

にすることです。一つのエピソードでも、学習者の見方

や感じ方、説明の仕方が変わるだけで、学ぶことができ

る内容にも差が出てしまいます。

　学習指導要領においても、中学校第1学年「運動や

スポーツへの多様な関わり方」の内容では、「運動やス

ポーツには、『する・見る・支える・知る』などの多様な

関わり方があることを理解できるようにする」と示されてい

ます。これまで「するスポーツ」という視点しか持つことが

なかった学習者に、応援や審判、指導者などを紹介し

ながら多様な関わり方があることを理解できるように進め

ていくことも大切ですが、授業時数も限られている中で、

学習内容を明確にして、テーマを絞りながら興味関心を

高めることが重要です。

4 国際的なスポーツ大会を
題材として扱った授業実践案

　今回は、中学校第1学年の「運動やスポーツへの多

様な関わり方」の内容での実践案を紹介します。

　学習のねらいを 「　世界で活躍している推しのスポーツ

選手を見つけ、友達に選手の魅力を伝えよう！ー『する』

だけではないスポーツの楽しみ方を理解するー」として、

以下の内容で授業を進めます。

 4-1 導入 興味のあるスポーツ選手を見つけよう

　導入では、タブレット端末等で、学習者各 で々興味の

あるスポーツ選手について調べ学習を行います。

　その際教師から、2026年開催のスポーツビッグイベン

トである「ミラノ・コルティナオリンピック・パラリンピック」、

北中米で開催された「FIFAワールドカップ」、名古屋で

開催される「第20回アジア競技大会」や、ニュースに取

り上げられている選手について触れ、調べ学習の助言を

行うとスポーツに興味関心が高くない学習者もスムーズに

調べることができるはずです。

　また、競技種目から調べるだけでなく、聞いたことが

ある選手の名前や地元出身の選手、ＳＮＳのフォロワー

数が多い選手など、学習者が興味を持ちやすいヒントを

たくさん提供することも大切です。

 4-2 展開 ��推し選手の特徴や成績を調べ、
　      　　仲間に伝えよう

　興味のある競技や選手が絞られてきた段階では、「な

ぜその選手を選んだのか」、「その選手にはどんな特徴が

あるのか」などについてさらに深掘りしていきます。

　その後、グループワークを実施します。事前に発表内

容を設定しておくと学習者も調べやすくなります。例えば、

①その選手を選んだきっかけ、②その選手を選んだ理由、

③その選手の活躍がわかるデータなど、学習者の興味

関心や好みが垣間見えるような設定にすることで、調べ

る側も聞く側も楽しみながら進めることができるはずです。

 4-3 まとめ �推し選手を通じて理解したスポーツの
　      　　魅力をまとめよう

　まとめでは、「推し選手を見つけ、その魅力を伝える」こ

とについて、これまで経験したことのないスポーツの楽し

み方（競技や選手のパフォーマンスを見ること、選手や所

属しているリーグのメディア露出状況や活躍の背景を知る

こと）についての気づきをまとめることで、学習の振り返り

を行います。　

　授業時数や時間配分に余裕があるようでしたら、国際

的なスポーツ大会では選手以外にどのような人が関わり、

貢献しているのかなどに注目し、「支えるスポーツ」にも触

れることができれば、多様な関わり方について幅広く学習

することができます。

　上述したのは、あくまでも一つの案です。スポーツへの

関心度や身近に活躍している選手は地域や学習者の実

態によって異なります。授業の目的を明確にし、学習者が

興味を持ちやすい題材を見つけ、体育理論が教師も学習

者も楽しめる領域になってほしいと願っています。

 「知りたくなる・見たくなる
国際的なスポーツ大会」をきっかけとした
体育理論の授業展開
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1 けがのリスクと楽しさのジレンマ

　体育科保健領域の「けがの防止」では、けがの起こり

方を理解するだけでなく、危険を予測し、回避の方法を

考えることが求められている。一方で、学校における安

全教育には難しさがある。例えば、鬼遊びやドロケイ（ケ

イドロ）、ボール運動などは、子どもにとって楽しく、身

体能力の向上や仲間との関わりを育てる大切な活動で

ある。しかし、その楽しさの裏側には、転倒、衝突、落

下などのけがのリスクも伴う。けがを避けることだけを優

先すれば、「危ないから禁止」という対応になりやすい。し

かしながら、安易に禁止事項やルールを増やせば、教

育活動そのものが制約され、子どもが自分で危険を予測

し、対応する力を育成する機会そのものが失われてしま

う可能性がある。このように楽しさや教育的意義と安全

とのジレンマがある。
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　学校安全は、安全か危険か、実施か禁止か、という

二択だけでは判断しきれない。むしろ、その間にある多

くのグレーゾーンをどのように判断するかが重要である。そ

のためには、教員自身も「どこまで子どもに任せ、どこか

ら介入するのか」「どこまでを学校全体の基準として取り

決めるか」について、判断の根拠を言語化し、教員間で

合意形成を図る必要がある。

2 「リスクのものさし」とは

　そこで活用できるのが、「リスクのものさし」である（図

1）。これは、学校生活のさまざまなリスクを見積もり、そ

の理由を話し合うための教材である。リスクという言葉

は、危険の大きさや起こりやすさを含むが、本教材では

特に、けがの大きさや深刻さに注目する。「リスクのもの

さし」では、日常的なリスクを「体、心、社会」の三つに

分け、それぞれをレベル0からレベル4までの5段階で考

える。例えば、けがに焦点を置いた「体へのリスク・ダ

メージ」では、レベル0「けがをしないレベル」からレベル

4「命の危険があるレベル」として示している。このように

リスクレベルを設けることで、漠然とした「危ない」を、「ど

の程度危ないのか」として考えやすくなる。

　また、「リスクのものさし」は、危険予知トレーニング（KYT）

と組み合わせた活用が有効である。例えば、昇降口付

近でドロケイをしている場面を示し、Aさんに発生しうるけ

がのリスクレベルを考える（図2）。同じ場面であっても、「ガ

ラスが近いから危ない」と考える人もいれば、「追いかける

子に強く押されるかもしれない」と考える人もいる。ここで

重要なのは、レベルに唯一の正解を求めることではない。

なぜそのレベルだと考えたのかを言葉にし、他者の理由

と比べることで、危険を見る視点を広げることである。

　こうしたKYTと組み合わせた実践研究は、児童生徒

向けに行われており、リスク評価の理由が多様になるこ

とや、目に見えない環境への着目が高まることなど、一

定の成果が示されている（安永ほか，2025）。こうした教

材は児童生徒向けにとどまらず、同じ場面をどのように

見ているかを共有する手がかりとして、教員が安全意識

やリスク認識をすり合わせる際にも活用できる。

3 教員のリスク認識を
可視化する

　学校の安全指導では、同じ場面を見ても、教員によっ

て判断が分かれることがある。ある教員は「すぐ止めるべ

き」と考え、別の教員は「少し見守ってもよい」と考える。

この違いは、単に慎重か大胆かという性格の問題だけ

ではなく、教員が認識しているリスク要因そのものが異

なっていると考えられる。

　筆者らが行った実態調査では、小学

校教員等45名を対象に、「昇降口でのド

ロケイ」の場面（図2）を示し、Aさんのけ

がのリスクレベル、その判断理由、さらに

リスクレベルが高まる要因を尋ねた。その

結果、同じ場面であっても、リスクレベル

やその理由は一様ではなかった。リスク

レベルの判断理由やリスク増大要因には、

ガラスや扉、段差、コンクリートといった

ものや環境に関する要因だけでなく、遊

びに夢中になること、昇降口に逃げ込むこと、出入口か

ら他の児童生徒が出てくること、近くでボール遊びをして

いることなど、多様な視点が含まれていた。つまり、同

じ学校場面であっても、教員によってリスク認識や判断

の根拠が大きく異なる可能性が示された。

　ここで問題となるのは、リスク認識に違いがあること自

体ではなく、その違いや実践知が校内で十分に共有さ

れないことである。経験のある教員にとっては当然に見

えているリスク要因でも、経験の少ない教員には見えに

くいことがある。これは、経験の少ない教員だけの問題

ではない。経験のある教員がどのような点に注目し、な

ぜ危ないと判断しているのかを校内で十分に言葉にされ

ていないことが課題である。

　こうした課題に対し、リスクレベルのような基準を用い

て判断理由やリスク認識を会議などで検討し、共有する

ことで、教員同士が何を根拠に判断しているのかを話し

合いやすくなる。また、重大なけがにつながるリスクの高

い場所や場面については、学校全体として介入する基準

を明確にしておく必要がある。

　その際にも「危ないから禁止」で終わるのではなく、「何

が、どのくらい、なぜ危ないのか」を共有することで、教

員同士が納得しながら、同じ方向で安全指導を進めや

すくなる。冒頭で述べた楽しさや教育的意義と安全のジ

レンマと上手につき合うためにも、教員や子どもが「リス

クのものさし」によるリスクレベルを意識し、共通言語とし

て日常的に活用することで、安全・安心な学校を支える

一助となると考えられる。

 教員間のリスク共有から考える学校安全
− 「けがの防止」におけるリスク要因の可視化を通じて−

● 引用（図1、図2を含む）
安永太地・梶昭彦・池田明生・堀江秀史・塩田真吾（2025）体育
科保健領域「けがの防止」でのリスク評価の力を育てる教材の開発と効
果検証，保健科教育学会誌，第10巻，第1号，pp.23-35．
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をかける程
てい

度
ど

の
トラブル

クラス全
ぜん

体
たい

に迷
めい

惑
わく

をかけ、
謝
あやま

らなければならない程
てい

度
ど

のトラブル

学
がっ

校
こう

全
ぜん

体
たい

に迷
めい

惑
わく

をかけ、自
じ

分
ぶん

だけでなく家
か

族
ぞく

も謝
あやま

らなけ
ればならない程

てい

度
ど

のトラブル

社
しゃ

会
かい

に迷
めい

惑
わく

をかけ、その
後
ご

の人
じん

生
せい

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

が
出
で

る程
てい

度
ど

のトラブル

からだからだ

こころこころ

しゃかいしゃかい

〈 図2 〉
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Nukaga H, Takeda T, Nakajima K, NarimatsuK, OzawaT, Ishigami K, Funato K.Masseter Muscle 
Activity in Track and Field Athletes: a Pilot StudyThe Open Dentistry Journal, 10, 3-15, 2016.

イラスト：多田あゆ実

武田●　スポーツ歯学というと、歯のけがを防ぐマウスガード
を思い浮かべると思います。しかし、それだけではありませ
ん。お口の健康は、運動機能、栄養摂取、睡眠・休養
に大きく関わります。そうです、皆さんの健康、身体機能に
大きく影響しているのです。小学生の体力測定において、む
し歯が少ない人、しっかり噛める人はソフトボール投げ、50m
走などの成績がよかったとの報告があります。

編集部 ●　歯の健康と体力測定の成績が関連しているとは
驚きです。研究内容についてぜひ教えてください。
武田●　スポーツ歯学は、選手だけでなく、運動愛好家、
国民の皆さんの健康、身体機能の維持増進に貢献していま
す。スポーツ歯学の主な目的は以下です。 ①歯と口の健康管
理（むし歯、歯

し

槽
そう

膿
のう

漏
ろう

、顎関節症等の基礎疾患管理）を行
うことによる全身の健康維持・増進　②歯や口のスポーツ中
のけがの予防と安全対策（適切なマウスガードの普及・提供、
親知らずの管理、歯列不正の管理）　③けが発生時の適切
な対応（診断・応急処置・治療）と復帰支援・復帰までの
歯科的管理　④噛み合わせや口腔機能の管理・改善から
全身の運動能力（筋力発揮・身体バランス）をサポートする　
⑤適切なマウスガードおよび噛みしめによる間接的衝撃力に
よる脳震

しん

盪
とう

の予防、軽減　⑥総合的な噛む能力の管理（口
腔機能の低下の予防・改善）による、身体の能力低下（フレ
イル）、認知機能低下への管理等です。

編集部 ●　噛むことがスポーツに与える影響についてもう少
し伺いたいです。
武田●　スポーツを行う場合、静的な正しい構え・姿勢か
ら、動的な筋力発揮を行うことが多いです。MLBの大谷翔
平選手の鍛え抜かれた体でのバッティングを思い浮かべてく
ださい。かっこいい構えから豪快なスイングをしていますね。
このときバランス機能、筋力が高いことはもちろん大事です
が、歯や口も大きな役割を果たしています。スポーツ中に強
さ・持続時間は異なりますが、噛みしめが起こること、しっ
かり噛むと全身の筋力が高まること、正しい噛み合わせは体
のバランスをよくすることなどが研究でわかってきています（図
1）。なかなか思うようなパフォーマンスが発揮できないと思っ
ていたら、実はむし歯が原因だった。ということもあります。

編集部 ●　歯は体のほんの一部のように思っていましたが、
全身の運動能力に大きく影響しているのですね。
武田●　スポーツと歯科の関連の解明は、前出のように運
動能力の発揮に大きく影響しています。それだけでなく、け
がの予防・軽減、それも歯だけでなく、転倒予防、スポー
ツ中の脳震

しん

盪
とう

の一部（体が揺れて起こるもの）にも効果があ
るといわれています。パフォーマンスの維持・向上 、安全に
運動を行うことなどに役立つため、多くの皆さんに理解して
いただきたいです。

編集部 ●　最後に小・中学生や先生方に向けてメッセージ
をお願いします。
武田●　お口の健康は身体機能に影響することを少しはご
理解いただけたかと思います。普段から、歯磨き等による自
宅での管理、糖分の多い飲食物のとりすぎに気を付ける、
早期治療、定期的な予防的受診、歯のけがの予防・軽減

（マウスガードの使用）等を行ってください。また、噛み応え
のある食べ物をしっかり噛まないと、悪い歯並びやむし歯等
の原因にもなります。

編集部 ●　興味深いお話をたくさん聞かせていただきありが
とうございました。安全に運動を行うためにも歯の健康を心
がけていきたいです。

東京歯科大学 教授　武
たけ

田
だ

友
とも

孝
たか

正しく噛むことで
運動能力が向上する！？

第 2 回からだとスポーツ・健康シリーズ

からだとスポーツ・健康の深い関係を
紹介するシリーズです。今回は、噛むこ
とと、スポーツの関係についてお話を
伺いました。

右側咬筋

左側咬筋

右側大腿直筋

スタート・直後 一次加速 中間疾走

スタートから加速までは、上の図にあるように咬筋の活動が強く見られます。しっかり
噛むことで体のブレを防ぎ、地面を蹴る力を強くし、かつ体の安定をはかり、無駄なく
推進力に使っていると思われます。しかし、そのあとは、リラックスして走るほうがよいの
で噛んでいません。

〈 図1〉
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男
子
モ
ー
グ
ル
世
界
選
手
権
に
3
度
出

場
し
、2
0
2
6
年
2
月
の
ミ
ラ
ノ
・
コル

テ
ィ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
藤
木
豪
心
さ
ん
。
株
式
会
社
サ
ン
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
部
で
働
く
会
社
員

で
も
あ
る
。
モ
ー
グ
ル
競
技
と
の
出
会
い

や
、
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
で
目
指
し
た
最

高
峰
の
舞
台
へ
の
道
の
り
と
挑
戦
か
ら
得

た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

（
取
材
･
文
／
荒
木 

美
晴
）

＊
＊
＊

大
阪
府
阪
南
市
出
身
。
雪
が
ほ
と
ん

ど
降
ら
な
い
地
域
で
育
ち
な
が
ら
、
幼
い

頃
か
ら
父
に
連
れ
ら
れ
て
長
野
の
ス
キ
ー

場
へ
通
っ
た
。
大
人
と
一
緒
に
滑
り
た
い

一
心
で
技
術
を
磨
く
う
ち
に
、
コ
ブ
斜
面

や
ス
ピ
ー
ド
に
も
慣
れ
、
小
学
校
３
年
で

初
め
て
モ
ー
グ
ル
の
大
会
に
出
場
。
そ
こ

で
同
世
代
の
選
手
に
敗
れ
た
悔
し
さ
が
、

競
技
人
生
の
原
点
と
な
っ
た
。

当
時
か
ら
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
。
高
校
2
年
で
初
の
国
際
大
会
を
経

験
し
、
翌
年
に
は
念
願
の
W
杯
日
本
代

表
に
選
出
。
世
界
へ
の
道
を
着
実
に
歩
み

始
め
た
。
し
か
し
、
北
京
2
0
2
2
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
強
化
に
打
ち
込

ん
で
い
た
大
学
4
年
の
冬
、
右
膝
の
前
十

字
靭
帯
を
断
裂
。
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
を
経

て
復
帰
し
た
も
の
の
、
夢
の
舞
台
に
は
届

か
な
か
っ
た
。

北
京
へ
の
挑
戦
を
最
後
に
引
退
を
決
め

て
い
た
藤
木
さ
ん
は
、
就
職
活
動
を
経
て

株
式
会
社
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
入
社
。

ス
ポ
ー
ツ
部
に
配
属
さ
れ
、
ディ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
番
組
制
作
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
た
な
環
境
で
リ
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
が
、
前
年
の
成
績
に
よ
り
W
杯
出
場

資
格
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
や
、
同
じ

モ
ー
グ
ル
選
手
の
妹
・
日
菜
さ
ん
が
女
子

W
杯
出
場
を
決
め
た
こ
と
で
、「
一
緒
に
戦

い
た
い
」と
い
う
想
い
が
再
燃
。
社
会
人
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
再
び
最
高
峰
の
舞
台

を
目
指
す
決
意
を
固
め
た
。

藤
木
さ
ん
の
挑
戦
を
支
え
た
の
は
、
自

身
の
徹
底
し
た
時
間
管
理
と
周
囲
の
理

解
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
部
で
は
プ
ロ
野
球

中
継
が
中
心
と
な
る
た
め
、
4
～
9
月

は
昼
以
降
が
中
心
の
勤
務
。
出
社
前
の

早
朝
の
時
間
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
勤
務
後
に
も
体
を
鍛
え
た
。
金
曜

夜
の
生
放
送
終
了
後
、
数
時
間
だ
け
仮

眠
を
取
り
、
そ
の
ま
ま
車
で
岐
阜
や
長
野

へ
向
か
う
生
活
も
続
い
た
。

競
技
を
再
開
し
て
か
ら
も「
仕
事
が
第
一

優
先
」と
い
う
考
え
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

会
社
に
無
理
を
言
っ
て
競
技
を
続
け
て
い

る
以
上
、
仕
事
で
手
を
抜
く
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
…
。
そ
の
責
任
感
が
、
原
動
力

に
も
な
っ
た
。
一
方
で
、
職
場
の
仲
間
た

ち
も「
練
習
に
行
け
る
よ
う
に
取
材
を
代

わ
る
よ
」と
サ
ポ
ー
ト
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
社
内
で
応
援
会

が
開
か
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
自
分
の

挑
戦
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

「
職
場
や
家
族
の
理
解
と
協
力
、
支
え

て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
へ
の
感
謝
し
か
な

い
」。
そ
の
気
持
ち
を
胸
に
臨
ん
だ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
男
子
モ
ー
グ
ル
で
23
位
、

男
子
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
で
18
位
。
メ
ダ
ル

に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、「
最
高
だ
っ

た
」と
世
界
に
挑
み
続
け
た
自
分
を
振
り

返
っ
た
。

競
技
だ
け
に
人
生
を
懸
け
る
の
で
は
な

く
、
仕
事
と
両
立
し
た
経
験
は
大
き
な

財
産
に
な
っ
た
。「
時
間
の
大
切
さ
」を
学

び
、「
競
技
が
で
き
る
あ
り
が
た
さ
」に
気

づ
け
た
こ
と
で
、
ス
キ
ー
は“
当
た
り
前
”

で
は
な
く
、
心
か
ら
好
き
だ
と
思
え
る
存

在
へ
と
変
わ
っ
た
。
苦
し
い
と
き
を
乗
り

越
え
た
先
に
、
新
た
な
景
色
が
見
え
た

と
、
藤
木
さ
ん
は
振
り
返
る
。

今
後
は
、
妹
や
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

な
が
ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
培
っ
た
視

点
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
人
へ
伝
え
て
い
く
つ
も
り
だ
。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
生
き
る
人
」か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
知
る
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Profile ● ふじき  ごうしん
1997年、大阪府生まれ。3歳から
スキーを始める。立命館大学時代
は休学して北京2022オリンピックを
目指したものの、夢には届かず、就
職活動を経て株式会社サンテレビ
ジョンに入社。現在はスポーツ部の
ディレクターとして、プロ野球中継な
どを担当。仕事と競技を両立しなが
ら挑戦を続け、男子モーグル・デュ
アルモーグルでミラノ・コルティナ
2026オリンピックへの出場を叶えた。
大会後、現役引退を表明。今後
は仕事と、後輩のサポートに力を入
れていく。

阪神甲子園球場でのプロ野球中継業務をは
じめ、全国高校サッカー選手権兵庫県予選
の取材等にも携わっている。

ミラノ・コルティナ2026オリンピックのモーグル
会場にて女子モーグル・デュアルモーグル日本
代表の妹・日菜さん（右）と。 ©遠藤尚
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